第三者評価結果報告書
	総　括

	対象事業所名
	 グローバルキッズ戸塚園（2回目受審）

	経営主体(法人等)
	株式会社グローバルキッズ

	対象サービス
	 児童分野　認可保育所

	事業所住所等
	〒244-0003　横浜市戸塚区戸塚町6003-3　レックヒルズ2、3Ｆ

	設立年月日
	 平成 18年　4月　1日

	評価実施期間
	平成 28年　9月　～　平成 29年 3月

	公表年月
	平成 29年  3月

	評価機関名
	株式会社フィールズ

	評価項目
	 横浜市版（保育分野（保育所））

	総合評価（事業所の特色や努力、工夫していること、事業者が課題と考えていること等）



	≪課題や改善することが期待される事項≫
1．園の専門性を活かし地域に貢献することの検討が望まれます
園の創設時から、運営を開かれたものにするため、また職員の保育技術の向上のため、海外研修や法人のアドバイザーの活用を図り保育を行っています。地域のイベントにも参加して、地域の子育てニーズの把握もに取り組んでいます。

しかし、施設の状況から、園の行事に地域の住民を招待したり、園庭開放や育児講座の開講ができない状況です。園は地域にとっても貴重な社会資源です。今後も定期的に相談日を決めて相談に応じるなど、園の持つ専門性を地域支援に役立てる検討が望まれます。



	評価領域ごとの特記事項

	1.人権の尊重
	企業理念を「子ども達の未来のために」保育理念を「豊かに生きる力を育てる」保育目標を「思いやりのある子ども、自分で考える子ども、元気でたくましい子ども、明るくのびのびとした子ども」としています。
保育方針では「子どもを中心に据え、家族や地域との信頼関係を築き、環境を通して、人や物との関わりを大切にする。子どもの安心と安全を基本として、自ら伸びる力を大切にし、成長と個性に応じた多様性のある保育をする。子どもの目線で、豊かな愛情をもって、一人一人の気持ちをしっかり受け止め、その主体的な活動を育む。」と定めこれをクレド（行動指針）にまとめ全職員が共有理解をした上で保育課程を作成し実践にあたっています。また、園内掲示をすることで保護者や見学者などにも理解するような工夫をしています。
保護者には重要事項説明書（入園のしおり）に記載し詳しく説明をしています。クラスごとの年間指導計画に基づき月案、週案、デイリープログラムを作成しています。子どもの意見や表情仕草から計画の見直し変更をすることもあります。保護者などには「えんだより、クラスだより、給食だより、ほけんだより」で知らせています。

	2.意向の尊重と自立生活への支援に向けたサービス提供
	散歩は日常的に行われ、電車を見に行ったり広い公園で様々な活動をしています。地域の方とは元気に挨拶をしています。散歩に限らず園庭での遊びは毎日のように行われ自由に遊具などが使えるように配慮されています。　　　　

絵本やおもちゃは子どもが取り出しやすい位置に収納しています。自由遊びの時間には3～5歳児では発達に応じて用意されたおもちゃを、子どもが保育士に声をかけて自由に取り出しています。子ども自身が片付けやすいように収納には工夫があります。
子どもの人数や状況に応じて、臨機応変に遊べるように、おもちゃなどを配置して工夫しています。見立て遊びやごっこ遊びが人気で、子どもの自由な発想でお店屋さんごっこをしたり人気のアニメの登場人物になりきったり、好きな曲でダンスをするなど楽しく遊んでいます。

年齢に応じてルールを学びながらの集団活動を取り入れ、子どもたちの様子や要望を汲み取りながら活動を発展させたり、自由遊びに切り替えたりしています。2歳児くらいから、いす取りゲームなどルールのある遊びを取り入れています。保育士は子ども一人一人の様子を見ながら、子どもが興味や好奇心を持って楽しく活動できるように支援しています。

園は小規模園のため、子どもたちは異年齢でもお互いのことを知っているアットホームな環境です。4歳児と5歳児が一緒に散歩に行くこともあります。日頃から異年齢での活動も多く、日常的に大きな子どもが小さな子どもを思いやり、小さな子どもは大きな子どもをお手本にして成長できるような配慮がされています。

	3.サービスマネジメントシステムの確立
	0歳児から2歳児は個別指導計画を作成し、週案、日案を用いクラスで月末評価反省をし、月案会議で見直しています。3歳児から5歳児も配慮の必要な子どもの場合は毎日の日誌に個別記録を記入しています。子ども一人一人の発達の過程に応じた対応をするために、個人別に児童票、個人面談記録、健康管理記録などを作成しています。また伝達ノートで情報の共有を図っています。
個別の目標は子どもの発達に合わせて随時見直しを行っています。特に個人差のある離乳食やトイレトレーニングなどについては連絡帳などを通して保護者と密に連携をとり相談しながら進めています。
保育内容に関する相談・苦情解決体制に関しては、「（入園のしおり」重要事項説明書」に受付担当窓口、解決担当、第三者委員と連絡先が記載してあります。園長は入所時個人面談で保護者に詳しく説明し、ご意見や要望を聴いています。ご意見ボックスを設置し、各行事の後にはアンケートで保護者の要望・意向の把握に努めています。運営委員会からも意向要望を把握するようにしています。苦情受付ヒヤリハット事故記録やご意見ご要望対応ファイルにまとめ、要望や苦情を受けて迅速に対応する体制が整っています。

	4.地域との交流・連携
	地域のニーズに応じて多くの園児を受け入れて、横浜市の待機児童ゼロに協力しています。社会福祉協議会、行政、戸塚区内の他の保育園やこども家庭支援センター、児童相談所、小・中・高学校、専門学校、大学校およびケースネットワーク会議などの関係機関・団体との連携をしています。

戸塚区内の交流保育は盛んに行っていますが、施設の大きさなどの問題により、一時保育や園庭開放ができない状況にあります。出前講座の参加や、保育相談も実施に至っておらず、見学者受け入れ時の相談に留まっています。

	5.運営上の透明性の確保と継続性
	横浜市のホームページで将来の利用者が関心のある事項についてわかりやすい情報を提供しています。また、保育園のパンフレットや広報誌、ホームページで地域や関係機関に随時情報を提供しています。園長が窓口になり見学相談は何時でも受け入れています。
福祉サービス第三者評価機関の評価結果を市のホームページで公表し透明性の高い組織とし、さらなるサービスの質の向上を目指しています。

	6.職員の資質向上の促進
	所内研修の他に、本部からの階層別研修、横浜市の保育人材課実施研修や海外研修などの研修を盛んに参加し、職員の能力向上を図っています。
目標管理制度を採用しており、全職員が目標達成シート作成や人事考課の自己評価を行い　園長との個人面談やアドバイス、スーパーバイズなどを受けて能力の向上を目指しています。
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